
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

憲法９条は世界に誇れる世界の宝
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秋
の
七
草
に
ス
ス
キ

が
あ
り
ま
す
。
こ
れ

に
よ
く
似
た
オ
ギ
が

あ
り
ま
す
。
ど
ち
ら

も
、
イ
ネ
科
の
ス
ス

キ
属
で
す
。
茎
の
高
さ

は
い
ず
れ
も
１
～
２
・
５
ｍ
で
す
。

ど
ち
ら
も
葉
の
中
ほ
ど
に
白
い
目

立
つ
筋
が
あ
り
ま
す
。
ス
ス
キ
に

は
、
ナ
ン
バ
ン
ギ
セ
ル
が
寄
生
し

ま
す
。
両
者
と
も
見
事
な
穂
を
出

し
ま
す
。
色
は
ス
ス
キ
が
汚
れ
た

白
で
す
。
オ
ギ
が
銀
白
色
で
フ
ワ

フ
ワ
し
て
い
ま
す
。
月
見
の
飾
り

に
も
し
ま
す
。
生
え
る
場
所
は
ス

ス
キ
が
乾
い
た
所
、
オ
ギ
が
湿
っ

た
所
に
生
育
し
ま
す
。
ス
ス
キ
は

株
立
ち
で
す
が
、
オ
ギ
は
一
本
立

ち
で
地
下
茎
で
つ
な
っ
が
っ
て
い

ま
す
。
オ
ギ
は
藻
琴
市
街
か
ら
北

浜
へ
の
国
道
２
４
４
号
線
の
藻
琴

湖
側
で
見
ら
れ
ま
す
。
▼
ス
ス
キ

は
「
す
く
す
く
立
つ
木
（
草
）」

か
ら
名
付
け
ら
れ
、
オ
ギ
は
穂
の

姿
か
ら
「
霊
魂
を
招
き
よ
せ
る
よ

う
だ
」
か
ら
「
お
ぐ
（
招
く
）」

か
ら
オ
ギ
（
荻
）
と
名
づ
け
ら
れ

た
と
の
こ
と
で
す
。
ど
ち
ら
に
も

別
名
カ
ヤ
が
付
き
ま
す
。
屋
根
を

葺
く
刈
屋
根
の
材
料
で
茅
（
カ
ヤ
）

で
す
。
ま
た
、
オ
バ
ナ
も
穂
が
馬

の
尾
の
よ
う
に
見
え
る
の
で
名
づ

け
ら
れ
ま
し
た
。

▼
秋
の
七
草
に
萩

（
ハ
ギ
）
が
あ
り

ま
す
が
、
荻
（
オ

ギ
）
と
紛
ら
わ
し

い
漢
字
で
す
か
ら

注
意
が
必
要
で

す
。

　

博
物
館
友
の
会
会
員　

小　

森

　

臨
時
国
会
の
所
信
表
明
演
説

で
岸
田
首
相
は
、
統
一
協
会
に

つ
い
て
「
国
民
の
声
を
受
け
止

め
説
明
責
任
を
果
た
す
」
と
言
い
な
が
ら
、
個
々
人
の
点
検
任

せ
で
す
。
責
任
を
果
た
す
と
は
到
底
言
え
ま
せ
ん
。
一
方
で
改

憲
・
大
軍
拡
を
進
め
る
と
言
い
ま
し
た
。

 

次
の
日
の
朝
、
北
朝
鮮
が
ミ
サ
イ
ル
を
発
射
し
ス
マ
ホ
か
ら

Ｊ
ア
ラ
ー
ト
が
鳴
り
響
き
ま
し
た
。「
窓
か
ら
離
れ
て
、
安
全

な
場
所
に
」
と
言
わ
れ
て
も
そ
ん
な
場
所
な
い
で
す
。
ア
ラ
ー

ト
に
何
の
意
味
が
？
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
映
像
が
交
差
し
、
落
ち
る

の
で
は
と
い
う
錯
覚
も
覚
え
ま
し
た
。
大
人
で
も
び
っ
く
り
す

る
の
に
子
ど
も
た
ち
は
ど
れ
だ
け
怖
か
っ
た
か
。
国
民
、
特
に

子
ど
も
た
ち
を
脅
す
の
は
止
め
て
も
ら
い
た
い
。

　

石
垣
島
で
は
自
衛
隊
の
ミ
サ
イ
ル
基
地
が
造
ら
れ
て
い
ま
す

が
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
よ
う
に
軍
事
施
設
が
標
的
と
な
り
、
島
の

住
人
の
安
全
は
ど
う
す
る
の
か
。
敵
基
地
攻
撃
能
力
で
国
民
の

命
を
守
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
軍
事
に
軍
事
で
対
抗
す
る
の

で
は
な
く
、
何
度
も
外
交
努
力
を
積
み
重
ね
る
こ
と
が
現
実
的

な
道
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

憲
法
53

条
（
臨
時
会
）

「
内
閣
は
、
国
会
の
臨
時

会
の
招
集
を
決
定
す
る
こ

と
が
で
き
る
。
い
づ
れ
か
の
議
院
の
総
議
員
の
４
分
の
１
以
上

の
要
求
が
あ
れ
ば
、
内
閣
は
そ
の
召
集
を
決
定
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
」
と
あ
り
ま
す
。

　

安
倍
政
権
は
、
幾
度
と
な
く
無
視
し
、
そ
れ
を
引
く
継
い
だ

菅
政
権
も
、
岸
田
現
政
権
も
、
野
党
が
要
求
し
た
の
に
無
視
し

ま
す
。
安
倍
政
権
以
降
の
政
権
は
、
憲
法
53

条
に
違
反
し
て
き

た
の
で
す
。

　

や
っ
と
３
日
か
ら
臨
時
国
会
が
始
ま
り
ま
し
た
が
、
自
民
党

と
統
一
協
会
（
世
界
平
和
統
一
家
庭
連
合
）
と
の
関
係
、
国
葬

も
憲
法
違
反
で
す
。
そ
し
て
、
異
常
な
物
価
高
は
ア
ベ
ノ
ミ
ク

ス
の
失
政
で
す
。
ま
た
、
軍
事
費
を
２
倍
化
す
る
な
ど
問
題
山

積
で
す
。
他
に
も
台
風
に
よ
る
災
害
も
全
国
各
地
で
起
き
て
お

り
、
な
ぜ
国
会
を
開
か
な
い
で
き
た
の
か
、
岸
田
政
権
の
無
責

任
な
態
度
が
厳
し
く
問
わ
れ
ま
す
。　
　
　

「
市
議
会
基
本
条
例
に
沿
っ
た
対
応
と
説
明
を
求
め
る
決
議
」
に
対
し

答
え
に
な
っ
て
い
な
い
市
長
の
発
言

市

長　

『

こ

の

４

年

間

を

振

り

返

る

と

２
０
２
０
年
か
ら
３
年
間
は
コ
ロ
ナ
対
策
に

終
始
し
た
期
間
で
あ
り
、
未
曽
有
の
こ
と
だ
っ

た
。
学
校
の
臨
時
休
業
、
感
染
者
の
確
認
、

集
団
感
染
の
対
応
、
経
済
対
策
、
給
付
事
業
、

ワ
ク
チ
ン
接
種
の
ス
ム
ー
ズ
な
対
応
な
ど
、

日
常
業
務
を
超
え
た
業
務
に
市
職
員
が
一
丸

と
な
っ
て
市
民
の
生
活
と
健
康
を
守
る
た
め

に
尽
力
を
し
た
期
間
だ
っ
た
。

　

一
方
、
市
民
か
ら
は
ご
意
見
、
要
望
を
受

け
て
い
て
、
基
礎
自
治
体
と
し
て
取
り
組
む

こ
と
が
で
き
る
範
囲
を
超
え
て
い
く
も
の
、

意
見
の
多
様
な
も
の
、
公
平
性
の
観
点
、
行

政
側
も
努
力
を
重
ね
て
も
解
決
に
い
た
ら
な

い
こ
と
が
あ
り
、
市
民
の
要
望
に
答
え
ら
れ

な
い
こ
と
は
事
実
と
し
て
あ
る
。

　

こ
う
し
た
こ
と
の
是
非
も
含
め
、
市
民
の

理
解
を
得
ら
れ
る
よ
う
、
こ
れ
ま
で
以
上
に

説
明
、
意
見
を
聴
く
機
会
を
設
け
る
。
市
民

の
満
足
度
向
上
に
向
け
た
取
組
を
行
っ
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
存
じ
て
い
る
次
第

で
あ
る
。

　

議
会
側
と
の
信
頼
関
係
の
構
築
に
つ
い
て

は
、
市
長
も
市
民
の
代
表
す
る
機
関
で
あ
り
、

議
会
も
市
民
の
代
表
す
る
と
い
う
二
元
代
表

制
で
あ
り
、
こ
れ
は
相
互
の
抑
制
と
均
衡
に

よ
り
一
定
の
緊
張
関
係
を
保
ち
な
が
ら
そ
れ

ぞ
れ
の
役
割
が
あ
る
。
市
政
の
課
題
が
山
積

し
て
い
る
中
、
議
会
に
お
い
て
も
市
政
執
行

機
関
に
対
し
調
査
、
承
認
、
監
査
の
立
場
か

ら
様
々
な
意
見
提
案
を
も
ら
っ
て
い
る
。

　

議
員
の
多
様
な
意
見
が
交
わ
さ
れ
、
議
論

が
集
約
さ
れ
て
、
市
政
の
方
向
感
が
導
き
出

さ
れ
、
安
全
安
心
な
市
民
生
活
が
送
れ
る
と

思
う
。

　

４
年
度
予
算
の
附
帯
意
見
に
対
し
て
は
、

本
会
議
で
の
一
般
質
問
、
委
員
会
で
の
質
疑
、

住
民
説
明
会
な
ど
様
々
な
手
続
き
を
し
て
き

た
が
、
今
回
対
応
を
求
め
る
決
議
が
出
さ
れ

た
。
こ
れ
を
受
け
止
め
、
議
会
側
と
の
信
頼

関
係
、
市
民
側
と
の
信
頼
関
係
を
築
け
る
よ

う
に
十
分
留
意
を
し
、
よ
り
良
い
街
づ
く
り

に
力
を
そ
そ
ぐ
。
二
元
代
表
制
と
し
て
の
お

互
い
に
意
見
交
換
が
で
き
る
場
の
設
定
も
必

要
だ
。
』

　

網
走
市
議
会
最
終
日
の
９
月
27
日
、「
市
議
会
基
本
条
例
に
沿
っ
た
対
応
と
説
明
を
求
め

る
決
議(

全
文
裏
面)

」
に
対
し
、
市
長
か
ら
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。
要
旨
を
掲
載
し
ま
す
。

※　

市
長
の
発
言
に
は
、
こ
の
間
の
信

頼
性
を
欠
く
対
応
に
つ
い
て
の
反
省
の

弁
は
な
く
、
何
が
問
題
だ
っ
た
か
も
示

さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

ま
た
、
附
帯
意
見
に
対
し
て
は
、
住

民
説
明
会
で
は
、
１
か
所
20
人
程
度
の

参
加
で
意
見
を
聞
き
周
知
で
き
た
と
言

え
る
で
し
ょ
う
か
。
改
善
さ
れ
な
い
こ

と
か
ら
、
今
回
の
決
議
に
至
っ
た
の
で

す
。
そ
の
答
え
に
な
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　

日
本
共
産
党
は
、
市
民
の
声
を
市
政

に
反
映
さ
せ
る
た
め
に
努
力
し
て
い
き

ま
す
。
ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど
を
通
じ
て
声

を
届
け
て
下
さ
い
。
お
願
い
し
ま
す
。



　　　

網走市議会基本条例の理念に沿った対応と説明を求める決議

　網走市議会は、 令和４年第１回定例会における本年度当初予算案の可決に際し、 審査過程におけ
る懸念及び疑念を元に、「 市政運営に関して市民の信頼及び議会の関係性を損なう事案が頻発して
いる。 今後は行政組織としての姿勢を今一度見つめなおし、 市民の信頼回復に努め、 地方自治、 二
元代表制の大原則である、 相互信頼の醸成に最大限の意を用いて市政の推進にあたること」 など 4
項目の附帯意見を付した。
　網走市および網走市教育委員会は「 部活動に関する市議会答弁との齟齬」「 SOMPO スポーツ体験
イベントにおけるコロナ感染発生に関する情報開示の遅れ」「 一般廃棄物処理に関する問題」「 市
内ホテルの重油漏れ問題」 など、 市議会との信頼関係の構築に意を用いているとは言い難い対応が
続いている。
　網走市議会基本条例は、「 ( 市議会は ) 二元代表制下での行政の監視とともに、 地域課題の発掘や
政策立案 ・ 提言を積極的に行うことにより、 豊かで住みよいまちを築く」 ( 前文 ) ことを目指し、「 二
元代表制のもと、 市長と常に独立対等な緊張関係を保持し、 市長その他の執行機関の事務執行に対
する監視を行う」 ( 第７条 ) と定めている。 また、「 議会及び議員は、 議決責任を深く認識するとと
もに、 議案等を議決し、 自治体としての意思決定又は政策決定をしたときは、 市民に対して説明す
る責務」 ( 第３条 ) を負うと定めているが、 今般の状況では議会としても市民に対して議決及び説明
の責任を果たすことができない。
　今一度、 網走市は二元代表制の原則に立ち返り、 議会との信頼関係の再構築に努めるとともに、
政策判断の誤りも含めて正確な情報を市民及び議会に伝え、 危機的状況の改善に取り組んでいく必
要がある。
　よって以下、 決議する。

1． 網走市は、 予算可決時の附帯意見への対応において、 議会基本条例の理念との食い違いが一部指
摘されるような市政運営に至っている経過及びその要因について、 速やかに説明すること。

2． 網走市は、 議会基本条例の理念に則って、 改めて二元代表制の原則に立ち返り、 議会との信頼関
係の再構築に努めるとともに、 正確な情報を市民及び議会に示すことに留意して市政運営に当たる
こと。

令和 ４年 ９月１５日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　網 　走 　市 　議 　会

二元代表制とは…

　地方自治体では、 首長 （市長） と議会議員はとも

に直接選挙で選ぶ制度をとっています。 これを二元

代表制と言います。

　議会は、 市長との役割分担を認識し、 それぞれの

職責を果たします。 そのために、 議会と市長は常に

緊張感のある関係を保ち、 それぞれ独立の立場で、

均衡と調和の関係を保持しながら事務執行に対する

評価、 政策の立案や提案等を通じて、 市勢の発展

と市民福祉の向上に取り組みます。

　決議では、ひとつは、予算を決める時に 「市

政運営の問題点を指摘、 市民の信頼回復を

求める。」 などの意見にそぐわない市政が行な

われていることの経過と要因を説明するよう求

めています。

そ　ご

　もうひとつは、 議会との信頼関係の再構築と、

正確な情報を市民や議会に示すよう求めてい

ます。

市民

市長市議会


